
１　指導のねらい
小学校第５学年及び第６学年、保健における交通事故などが原因となるけがの防止に関する学習や学級活動における地域安全マップを通した学習を基礎とした見方・考え方を働かせ、交通事故を回避するための安全な行動の仕方を身に付けさせる。また、他者と協働する様々な活動の必要性を理解させる。　　　　　　　　　　　　　　　　
【知識及び技能】
地域の交通安全上の課題を見いだし、解決するために話し合い、合意形成を図ったり、意思決定をしたりできるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【思考力、判断力、表現力等】
地域社会で生活する一員として、地域の交通安全を守り、安全文化を積極的に構築しようとする意欲を身に付けさせる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【学びに向かう力、人間性等】
２　学習指導要領との関連
特別活動　学級活動（２）エ「安全な生活態度や習慣の形成」
　　（３）イ「社会参画意識の醸成や勤労観・職業観の形成」
３　安全に関する視点
地域社会の危険を積極的に見いだし（抽出）、その危険がどのように起きるのか、また、なぜ危険なの
かを深く考え（分析）、問題点を明らかにするとともに、問題を解決する具体的な方法などを考える活動
を行うことができる生徒の育成を目指す。
さらに、学習したことを地域等に積極的に発信しようとする態度など安全文化を発信する生徒を育成す
る。
４　関連する教科等の内容
　　中学校　社会　地理的分野　「日本の様々な地域『地域調査の手法』」

　　中学校　美術　「ピクトグラム」
中学校　保健体育　保健分野　「傷害の防止」　

　　小学校　学級活動　「地域安全マップの作成」
５ 指導計画（５時間）
	時
	学習内容
	評価規準

	１

	警察署員から市内及び本校通学区域で起きている交通事故の実態や特徴を聞き、危険箇所の実地踏査の計画（場所・点検項目）を立てる。
	地域安全マップの作成に関する学習を振り返り、地域安全マップの目的や意義について確認することができる。
警察署員から市内及び通学地域の交通事情を聞き、環境と事故の特徴を関連付けて考えることができる。
実地踏査の目的を理解し、踏査の目的を認識するとともに点検項目など計画を立てることができる。

	２

	実地踏査を行い、危険箇所に関する資料を作成する。(地域ごとの班を編成し実施)
	実地踏査を行い計画に従って交通安全確保の視点で危険箇所に関する問題点を整理することができる。また、効果的な資料とするための写真撮影、スケッチ等ができる。

	３

	実地踏査で収集した写真等の資料を用い地図上に危険箇所を示し危険である理由を整理する。
	実地踏査を行った場所の地図上に分かりやすく交通安全上の危険箇所を示すことができる。また、なぜ危険なのか、どのような危険性があるのかを示すとともに説明することができる。
分かりやすい交通安全地域マップを作成できる。

	４
【本時】
	交通安全地域マップを活用し、危険を回避するための行動についてまとめる。
（講師　警察署員）
	危険箇所の環境や特徴だけでなく、気候や気象の条件などを考慮した上で、危険を予測し回避する行動をとることができる。

	５
	　交通安全地域マップを活用して、地域の交通安全上の危険や危険回避について発信する。
	交通安全上の危険や危険回避ついてどのようにすれば効果的な発信ができるか考えることができる。

効果的な発信方法を選択し行動を起こすことができる。


６　本時の展開
（１）ねらい
　　小学校第５学年及び第６学年、保健における交通事故などが原因となるけがの防止に関する学習や小学校の学級活動における地域安全マップを通した学習、前時における交通安全地域マップの学習を基礎とした見
方・考え方を働かせながら、歩行者として危険を回避する方法について考えさせる。
（２）展開
	
	学習活動・学習内容
	支援・留意点　◎評価

	導

入
	○前時に学習した
・地域の交通安全を守る上で危険な箇所をマップ上に示す活動
・マップ上に示した箇所が危険である理由
　についての振り返りを行う。
	・各班のマップで確認を行う。
・理由については、前時にまとめたものを活用する。


	展
開
	
展開１【運転者の立場から考えてみよう】
○運転者にとって、「危険だな」と思う歩行者の行動を考える。
①自転車運転者の立場から

　→歩行者として危険を回避するには
②自動車運転者の立場から
（HONDAのKYTを活用）
　→歩行者として危険を回避するには

○「危険」の定義をまとめる。
展開２【危険回避の方法を考えよう】
○交通安全地域マップに示した場所について、定義をもとに危険性を確認し、歩行者が危険を回避するための方法をまとめる。
○各班に警察署員から講評
	予想される生徒の反応
①
・突然飛び出してくる／話に夢中で自転車に気づいていない／道幅いっぱいに広がっている。
②

・車に気付いていない／突然飛び出してくる。
歩行者の危険についての定義をまとめる。

運転者とアイコンタクトできない・しにくい場所
◎危険箇所の環境や特徴だけでなく、気候や気象の条件な
どを考慮しながら、危険を回避する行動についてまとめ
ている。

	ま
と
め
	○実践に向けての動機づけ

	・学んだことを基に、地域の交通安全に貢献することについての意識を高めさせていく。


（３）期待する生徒の反応
　　　「運転者の立場から歩行者をみて、自分たちの通学路の危険を見直すことができた。歩行者として運転者からどう見られているか意識しながら、交通安全に気をつけて過ごしたい。」
第１学年　特別活動　【交通安全】　　　　　　　　　　　　　　場所　１年Ｄ組教室


「第五中学校交通安全地域マップ」から交通安全上の問題点を見付けよう　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者　主任教諭　横澤　康子　








歩行者はどのような行動をすれば危険を回避できるか考えよう











